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研究要旨 

検査機関と共同で実施している調査を継続し、2009 年の質問紙協力者のうち、同性間の性的接

触を感染不安要因として受検した男性 123 人について検討した。基本属性、情報源、受検までの

期間、受検や相談経験、受検動機、感染リスク認識、性行動などについて集計した結果を報告す

る。 

 

A．研究目的 

MSM への予防介入による効果を受検行動の

側面から評価するため、検査機関（大阪・土

曜日常設 HIV 検査事業）と共同で調査を実施

した。大阪・土曜日常設 HIV 検査は、特定非

営利活動法人 CHARM が大阪府・大阪市から委

託を受け、2009 年 9 月まで毎週土曜日午後に

大阪市内で無料匿名HIV/性感染症検査を実施

していたものである。2008 年 5月まで大阪市

の堂山近隣会場で実施していたが、6 月から

難波の ChotCAST なんばに移転した。 

この検査機関を本研究の対象に選んだ理由

は、MASH 大阪が活動している地域に位置して

いたこと、MASH 大阪がこの検査機関を広報・

紹介していたこと、MASH 大阪が実施した臨時

HIV抗体検査の終了後まもなく(2002年10月)

検査事業を開始したこと、検査相談の体制（質

的内容）を充実する工夫がされていたこと、

受検者に対して質問紙調査を実施していたこ

となどである。 

MSM の一定の利用があったこの検査機関に

おける受検者動向の把握により、MASH 大阪の

啓発対象層のHIV/性感染症の感染状況や予防

行動の一部が観察できると思われる。本稿で

は 2009 年の MSM 受検者動向を報告する。 

 

B．研究方法 

無記名自記式質問紙を受検者全員に配布し、

採血日行程終了時に任意に記入してもらった。

2009 年 1 月～9 月（4 月は検査実施なし）の

受検者総数1163人のうち質問紙回答に協力が

得られたのは 1074 人（有効回答率 92.3％）

であった。質問紙協力者のうち、同性間の性

的接触を感染不安要因として受検した男性を

MSM として集計した。 

 

C．研究結果 

質問紙調査の協力者 1074 人のうち、同性間

の性的接触を感染不安要因として受検した男

性（以下 MSM 受検者）は 123 人で、協力者中

の MSM 割合は 11.5％であった。MSM 割合の年

に推移は図 1のとおりである。 

*2002年は2ヵ月、2009年は8ヵ月実施
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図1. MSM割合の年次推移
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 2009年受検者のうちHIV検査結果陽性と判

定されたのは7人で、陽性割合は0.6％であっ

た（図 2）。7人全員が結果を受け取った。そ

のうち 6人が MSM で、質問紙調査の回答率か

ら推定した MSM 受検者中の陽性者割合は

4.5％であった（図 3）。なお、陽性結果を受

け取った 7人全員に HIV 診療拠点病院を紹介

しており、これまでに 6件の受診回答書の返

信があった。また、梅毒検査を受け、かつア

ンケート回答が得られた MSM 受検者 117 人の

うち、TPHA 陽性結果と判定されたのは 11 人

（9.4％）であった。B型肝炎ウイルス抗原検

査を受け、かつアンケート回答が得られたMSM

受検者 121 人のうち、HBs 抗原陽性結果と判

定されたのは 2人（1.7）％であった（図 4）。 

図2. 総受検者数とHIV陽性率の推移
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図3. 推定MSM受検者数とHIV陽性率
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 MSM 受検者の年齢分布と居住地を表 1 に示

した。平均年齢は 33 歳であった。年齢分布を

みると、30 歳代後半が最多（23％）、次いで

30 歳代前半（20％）、20歳代後半（19％）で

あり、過去 6年間で初めて 30歳代後半が最多

となり、その割合が 20％を超えた（図 5）。居

住地をみると、例年と変わらず近畿全域から

の利用があり、72％が大阪、次いで兵庫であっ

た（図 6）。 

図5. 年齢分布
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図6. 居住地

64.9

65.3

68.1

69.9

70.1

65.6

71.5

20.1

18.8

16.9

13.5

15.3

15.6

11.4

5.4

5.8

7.2

7.5

8.3

6.7

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2004(n=333)

2005(n=430)

2006(n=373)

2007(n=429)

2008[1-5月](n=157)

2008[6-12月](n=180)

2009(n=123)

大阪 兵庫 京都 奈良 滋賀 和歌山 その他

 

－181－



 この検査機関を知った情報源（複数回答）

として（表 2）、インターネット利用が 65％と

例年と同様に最多で、過去 6年間で最も高く

なっていた。友人・パートナー（21％）がイ

ンターネットに次ぐ割合であった。次いで「以

前利用した」が 18％、ポスター・パンフ・広

報誌が 9％であった（図 7）。 

図7. 土曜検査の情報源
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 HIV 検査受検経験率は（表 2）、これまで（生

涯）79％、および過去 1年間 46％であり、生

涯受検割合は2008年よりも高い割合であった

（図 8）。過去 1年間の受検場所は当土曜検査

が最多（61％）、次いで保健所（14％）であっ

た。土曜検査を利用した経験があったのは

40％であった。 

図8. 受検経験
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これまでに受検あり 過去1年間に受検あり

 受検動機については（表 2）、「自分にも感

染の可能性がある」が 76％で例年同様に最も

高率であった。次いで「ただ単に知りたい」

と「定期的に受けている」が約 23％、「新し

いパートナーができた」18％、「情報に触れ自

分のことも心配」13％であった。「定期的に受

けている」は年々増加傾向にあり、「ただ単に

知りたい」は例年に比べて高い割合であった

（図 9）。これまでの受検経験別に受検動機を

みると、経験に関わらず「自分にも可能性が

ある」が最も高い割合で、初回受検者では次

いで「新しいパートナーができた」27％であ

り、受検経験者では次いで「定期的に受けて

いる」29％であった。 

図9. 受検動機
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＊の項目は、2004年の母数285

 自身の HIV 感染可能性について、37％が「可

能性があると思う」、47％が「少し可能性があ

ると思う」としており、例年と同じ傾向であっ

た。 

感染を心配する行為から受検までの期間は

（表 2）、30％が 2ヶ月未満、64％が 1年未満

であり、昨年と同様に 90％以上が 1年未満に

受検していた。2008 年に比べ 2ヶ月未満での

受検が 10％低い割合であった。生涯受検経験

別に受検までの期間をみると、受検経験者で

は 34％が 2ヵ月未満、97％が 1年未満である

のに対し、初回受検者は 15％が 2 カ月未満、

85％が 1年未満で、15％は不安行為から 1年

以上経ってからの受検であった。なお、初回

受検者は、友人や恋人などから聞いて土曜検

査を知った人の割合が受検経験者よりも高

かった。 

 HIV 関連の相談をした経験について（表 2）

72％は経験がなかったが、一方で 24％は検査

時に相談した経験があり、例年と同様の傾向

であった。 

 性行動についてみると（表 3）、MSM 受検者
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の過去 6ヶ月の性交経験率は 97％で、その相

手（複数回答）は、恋人など決まった相手64％、

知人・友人とその場限り（2008 年以降は「顔

見知りと一回のみ」に変更）14％、バーやク

ラブで知り合った相手 20％、ネット出会い系

で知り合った相手 29％、携帯出会い系で知り

合った相手 24％であった。携帯出会い系で知

り合った相手が増加傾向にある（図 10）。過

去 6ヶ月間のセックスにおけるコンドーム常

用率（毎回使った）は、オーラルセックスで

は 6％（2008 年 10％）、アナルセックスでは

58％（2008 年 49％）であった（図 11）。 

図10. 過去6ヶ月間のセックスの相手
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図11. 過去6ヶ月のアナルセックスでの
コンドーム使用

39.6

36.4

50.8

45.3

48.1

50.4

57.8

50

46.4

37.3

43.3

40.6

34.7

30

10.4

17.1

11.9

11.4

11.3

14.9

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2004(n=212)

2005(n=280)

2006(n=252)

2007(n=289)

2008[1-5月](n=106)

2008[6-12月](n=121)

2009(n=90)

毎回使った 使ったり使わなかったり 全く使わなかった

 生涯受検経験別（受検経験者と初回受検者）

に過去 6ヶ月間のアナルセックスにおけるコ

ンドーム常用率（毎回使った）をみると、受

検経験者の 60％、初回受検者の 50％であり、

受検経験者のほうが初回受検者よりコンドー

ム常用率は高かった。全く使わなかった割合

は同様であった（図 12）。また、過去 1 年間

の受検経験有無別では、受検した人では常用

率 71％、受検していない人では 46％で、過去

1 年間の受検経験がある人での常用率が高

かった（図 13）。 

図12. 過去6ヶ月 アナルセックス
コンドーム使用【生涯受検経験別】
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図13. 過去6ヶ月 アナルセックス
コンドーム使用【過去1年受検経験別】
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 生涯受検経験別にみた HIV 陽性割合は、初

回受検者の 11.5％、受検経験者の 3.1％で

あった。例年初回受検者の陽性割合が受検経

験者より高い傾向にある（図 14）。なお、過

去 1 年受検経験別の HIV 陽性割合は、過去 1

年間に受検していない人の 9％、受検した人

の 0％であった（図 15）。 

図14. ＨＩＶ陽性割合
【生涯受検経験別】
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図15. ＨＩＶ陽性割合
【過去1年受検経験別】
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D．考察 

質問紙調査の協力者全体のうち MSM 受検者

の実数および割合は 2008 年よりも減少した。

推定 MSM 受検者中の HIV 陽性率は 4.5％と例

年同様高かった。なお、梅田での実施期間中

の MSM 受検者割合は 20％、難波での実施期間

中の MSM 受検者割合は 12％であった。 

年齢分布は、年々10歳代の割合が減り、30

歳代の割合が増えてきている傾向がみられた。

情報源としては例年インターネット利用の割

合が最も高かった。 

定期的に受検していることを受検動機とし

た人が年々増加傾向にあり、生涯の受検経験

率も増加傾向にある。しかし一方で、受検経

験者における HIV 陽性割合よりも初回受検者

における陽性割合のほうが例年高くなってい

る。また、過去 1年間に受検した人よりも受

検していない人での HIV 陽性率が例年高く

なっている。過去 6ヵ月のアナルセックスに

おけるコンドーム常用割合は、年々増加傾向

にあり、生涯および過去 1年間に受検してい

たほうがより高い傾向であった。また初回受

検者のほうが、受検経験者よりも不安な行為

から受検までの期間が長い傾向にあった。 

生涯および過去 1年間の受検経験者は、受

検経験があるために HIV を身近に感じ、コン

ドームをより使用する傾向にあるのか、通常

からコンドームを使用しているために、陽性

結果を知る不安が高くなく検査を利用しやす

いのかを判断するのは困難だが、検査経験が

ない、もしくは過去の受検から時間が経って

いる人は、より at risk であるとすると、そ

ういった人達が利用しやすい検査環境の整備

が必要である。安心して検査相談を利用でき

ると、受検がHIVを身近に感じる機会になる、

もしくは自らの感染リスクやコンドーム使用

等の予防の工夫について意識化する機会にな

るという意味で、受検機会は予防行動のひと

つになっている可能性も考えられる。 

  

E．結語 

 MSM 受検者の動向を把握するため大阪・土

曜日常設 HIV 検査事業において調査を実施し

た。MSM 受検者の陽性割合や受検・予防行動

の一部が明らかになり、大阪における MSM を

対象にした予防啓発活動が MSM の受検に関す

る行動などに影響を及ぼしている可能性が示

された。MASH大阪の発行するコミュニティペー

パーに当検査相談事業が掲載されていたこと

などにより、一定割合の MSM 受検者の利用が

あったと考えられる。生涯および過去 1年間

の受検経験によってコンドーム使用行動や

HIV 陽性割合に違いが見られ、MSM にとって安

心して利用できる受検機会があることやその

機会が対象層に向かって広報されることの重

要性が再認識された。 
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2
0
.5

2
0
.6

1
0
.6

1
0
.6

4
3
.3
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0

9
.3

5
5

1
4
.7

5
3

1
2
.4

4
2

1
2
.5

2
0

1
2
.7

2
2

1
2
.2

1
3

1
0
.6

少
し

可
能

性
が

あ
る

と
思

う
1
3
4

4
7
.0

2
1
4

4
9
.8

1
7
1

4
5
.8

2
0
6

4
8
.0

1
6
2

4
8
.1

7
0

4
4
.6

9
2

5
1
.1

5
8

4
7
.2

可
能

性
が

あ
る

と
思

う
1
0
7

3
7
.5

1
5
8

3
6
.7

1
3
5

3
6
.2

1
5
4

3
5
.9

1
2
6

3
7
.4

6
3

4
0
.1

6
3

3
5
.0

4
5

3
6
.6

無
回

答
3

1
.1

1
1

2
.6

7
1
.9

1
4

3
.3

5
1
.5

3
1
.9

2
1
.1

3
2
.4

　
　

・
M

S
M

は
感

染
不

安
行

為
が

同
性

間
の

性
的

接
触

と
回

答
し

た
男

性
　

　
・
*
の

つ
い

た
項

目
:2

0
0
4
年

に
つ

い
て

は
4
月

～
1
2
月

の
回

答
の

み
（
n
＝

2
8
5
）

　
　

・
*
*
の

つ
い

た
項

目
:2

0
0
8
年

～
　

　
・
2
0
0
9
年

は
1
-
3
、

5
-
9
月

の
8
ヵ

月

2
0
0
9
(n

=
1
2
3
)

2
0
0
4
(n

=
3
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)

2
0
0
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3
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)
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0
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4
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0
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3
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表
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曜
日
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検
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お

け
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M
S
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受
検

者
に

関
す

る
概
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年
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）

　
　

　
　

　
　

～
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ヶ

月
間

の
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に
つ

い
て
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％

n
％

n
％

n
％

n
％
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％
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％
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％
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8
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2
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2
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